
 

 

 

 
 
 
 

・・・・・・雨、雪、霧・・・・・・ 

「ＰＨＯＴＯ ＴＥＸＴＩＬＥ」 

 
 JR 岐阜駅に隣接するアクティブＧ３階ＴＡＫＵＭＩ工房では、平成２０年５月１１日（日）から
１９日（月）まで標記企画展を県民ギャラリーで開催します。 
会場では、川瀬 正貢氏の作品１５点が展示されます。川瀬氏は従来のジャガード織物に比べ写実的

な織物ができる技術を開発しました。その技術を用いて写真を画像処理して制作した織物が展示され

ます。今回は「雨・雪・霧」の自然をテーマにした作品です。 
 最新のデジタル機械と技法に、長年にわたって培われた織の技術を融合させて制作した多彩な色彩

と大柄デザインの織物の世界をご覧ください。 
また、期間中５月１１日（日）１０時～１７時までと５月１８日（日）１０時～１７時まで同氏が

同展会場にてご案内する予定です。 

 

１ 期 間   平成２０年５月１１日（日）～５月１９日（月） 
            １０：００～１９：００（最終日は１７：００まで） 

 
２ 場 所   岐阜市橋本町１－１０－１ ＪＲ岐阜駅・アクティブＧ ３階 

  県民ギャラリー   （入場無料） 
 
３ 主 催   財団法人岐阜県産業経済振興センター 
 
４ 企 画   川瀬 正貢（かわせ・まさつぐ）   各務原市在住 
 

５ 経 歴   Ｈ１６～１８「織と染の二人展」野田隆弘（のだ たかひろ）との共催 

        Ｈ１７「ジャパンクリエーション 2006」のテキスタイルコンテストのアーティス

テイック ワーク部門  1点入賞 

        Ｈ１９「ジャパンクリエーション 2008」のテキスタイルコンテストのアーティス

テイック ワーク部門  ２点入賞 

６ 出展によせて（川瀬 正貢） 
年を重ねたことによるのか、近頃、空の雲がとても美しく思うようになりました。真っ青の空

に一片の雲、もくもくと湧き上がる入道雲、オレンジに染まる夕焼け雲、どの雲も美しい。また

自然の営みを眺めていると、感動の連続であることを知りました。 
旅先で出会った初めての風景もまた美しくいつまでも心に残ります。私たちは写真に撮り、後

日にアルバムを眺めながら思い出に浸ります。私はこれらの美しい自然をカーテン、タペストリ

ーの柄にすることはできないだろうかと思いました。もし織ることができたならば、いつでも眺

めることができどんなに素晴らしいことでしょう。そんな思いで制作したのが今回の作品です。 
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